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最近の目立エレベータおよびエスカレータ
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Hitachi,s Latest Elevators and Escalators

ByJiro Murayama
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Abs加aet

Western styie buildingsinJapan,SuCh as department stores,0鼠ce buiidings,

hotels,hospまtals,apartmentS,etC.aregraduallygrowingbothinnumberandheight

inthesepostwaryears,and as adirectresultofit,elevatorsand escalators,both

providinganind…spensablemeansfortheverticalcommunicationin
those edi丘ces,

have been meeting With a growユng demand･

The writer 負rst describes thelatest design and characteristics of Hitach

ElevatorsandEscalators.Next,heassertsthattheelevatorsandescalatorsshould

becombinedaccordingtothekindandsizeofthebuilding,andthenumber ofpassen-

gers to behandled,Sincesuchcombinationwouldresultinagreater advantagein

relation to the transporting e缶ciency,thefloor space,thecostofinstallationand

maintenance,etC.

〔Ⅰ〕緯 盲

最近大都市は勿論,中都市,地方都市においても高い

なってきた｡四,五階から十階程度の ′門田

ビルが経済活動に必須なものとなり;デパー1､,官庁,

大小事務所,ホテル,病浣,アパ←トなどが柏ついで出

現している｡これらのビルをより有効に活用し,その価

値を高めるためには,内部の交通楼閣を完備することが

重要である｡最近のビルではまず十分な交通調査を行い,

その種類,大きさ,収容人員iこ応じて,適当な容量と台

数の輸送設問が選定される｡ビル内における交通機関と

いえば,エレベータがその最たるものであることほ何人

も認めるところであるが,これに配するエスカレータを

もってすれば, 嬬 増加するだけではなく,

比較的小さい面積で設備費が安く,維持 も少くてすむ

などの利点があることがあきらかになり,既設ビルの一

部エレべ←タをニスカレrタに置きかえて,

上げ,混 和した例もある｡

エレベータおよぴエスカレ←タほ時代の進歩とともに

その発達も見るべきものあり,以下最近の日立エレベー

タおよびェスカレトタについてその概要を展望してみよ

う｡

*

日立製作所日立国分分工場

第1図 新 丸 ビ ル 全 景

Fig.1.New MarunouchiB11ilding

〔ⅠⅠ〕エ レ ベ ー タ

ェレべ←タは建屋の出入口近くに設置され,乗客を間

晶紬勺iこぶ｡乗物であるから,安全第一にすると同時に,

乗心地のよいこともまた重要である｡スピーディという

近代｣ 覚に合致するためには,合理的な運転方式が必要

となる｡さらに忘れてはならぬことは,造形芙術の粋で

ある建築物とよく 和した意匠に留意すべきである｡
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第2図 ジ ャ ム.紬 よ びド ア ←

Fig.2.Jamb ar)d Door

(り ジャムおよびドアー一

時に建物と関連の深いのは出入口廻りである｡ロピ⊥

や廊下の感じはジャムおよびドア←の意匠が大きく影響

する｡

ジャムには第2図に示すような三種類がある｡S型は

一般向の形であり,見えがかりが従来より狭いのが好ま

れる｡最近は出入口を大きく見せ,また奥行の洗い場合

には実際の出入りにも便利であるから,T塑が相等多く

使用されている｡さらにR塑は流線型となり曲線美とと

もに柔かな 覚を与えている｡

出入口廻りを大理石でつくり,見えがかりを極端に小

さくして,ジャムなしという感じのものがあるかと思え

ば,これと反対に壁の一部をジャムで形成し,インヂケ

←タもジャムの中に組込んだものもある｡後者はおもに

ビルの一階玄関に用いられる｡

シルは 銅板,砲金および硬質アルミなどで製作

され,その幅は狭くする傾向にある｡

ドア一にほ第2図に示したような片開きのほか,1.5

砂程度ですみやかに開閉ができ,客の乗降時間の短い中

央開きのものがあり,高速エレべ←タに好んで用いられ

第3図

Fig.3.

新丸 ビ ル納 エ レ ベ ー タ

Elevators for New Maruno11Chj

Building

第4図

Fig.4.

日活国際会館珊エレベータ

Elevators for NikkatsuInter･

nationalBuilding

る｡最j丘のドアーほ無装塑がほとんど全部をしめるとい

ってもよい｡たまにはステンレスの帯を縦または梼に張

りつけたものもあるが,縁付のものは影をひそめてしま

った｡なお塗装も単色ラヅカ←塗であかるい色が好まれ

る｡第3 および第4図は,新丸ビルおよび日活国際会

館納エレベータ出入口の写真である｡

(2)ケ ー ジ

いろいろの好みがあって, 々の塑が要望されるもの

ゝ一つであるが,第5図に戻すように,コ←ナに丸味を

つけ,天井もまたカーブをした軟かい感じのものが好ま

れる｡側板は,高級仕上鋼板4沢×8沢の定尺ものを経

済的に使える範囲内においてなるべく継目を少く設計す

る｡幅木は側板より 5～10mm 引込め,ケージを少し

でも広く見せるととも己･こ,側板と幅木との間は通気を兼

ねさせている｡
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第5図

Fig,5.

ケ ー ジ 構 造 図

ConこtruCtion of Cage

照明ほもつぱら蛍光灯を使用L,ル←バ←付のものも

あるが一般には間接照明とし,比薮的小さなケ←ジでは

入口の上吾郎こ取付けられる｡また間口の広いものはその

両側に, 行の大きいケ←ジでほ前後に遮蔽板をつける

のが普通である｡なお照明灯の素には通気口をもうけて

通風をよくし,グリルはつけない｡

自動着床式のエレべ←タでほ,外を見る必要が全くな

いので,ケ←ジの もパネルドア←が用いられるように

なった｡客が乗っているのは短時間でほあるがケ←ジの

中は相当窮屈で混み合うので,特に夏季には天井静こよ

って涼風を送るようにしたものもある｡ハンドレールほ

おもにデパートのみに使用し,一般事務所では用いられ

ない傾向にある｡

(3)ギヤードエレベータと定格速度

(A)交流エレべ←タ

交流エレベータは設備費が安いのが特 である｡しか

し円滑な速度制御がやゝむづかしく,着床差も一定限度

以下にすることは困芸匡である｡最近特別に設計された6

極,24極の二重巻線型電動 は,二次側に2組の滑動環

をもっており,低速側は従来のものにくらべて特に滑り

を小さくしてあるが,二次に適当な値の抵抗を挿入する

ことにより,いレクと滑りの関係を任意に推移させるこ

とができる｡また二次にリアクタ←を挿入すると,二次

リアクタンスは周波数に比例して変化するため,二次側

夢6図

Fig.6.

交流二速度エレべ-∵タ用巻上機

Traction Machine for A.C.

Two Speed Elevator

第7図 直流 ギ ャ
←ド型巻上磯

Fig.7.D.C.Geared Traction Machine

の抵抗とリアクタンスの組合せにより円滑な減速が可膏巨

となっただけではなく,負荷の変化に対して着床速度の

差が非常に少いので,着床差も著しく減少する改良(実

用新案第385621←冒)が完成し,交流エレベータの分野

は75m′/mn級まで拡がった｡第`図ほ二速度エレべ←

タ用巻上機を示す｡

(B)直流エレべ←∵タ

直流エレべ←タでほレオナ←ド制御を行うので,加速,

減速など乗心地と着床差は比薮的に問題が少いが,ギヤ

←減速をやるものでは,機械的な騒音,振動などのため

に90mノmn程度までが適当とされていた｡日立袋作所

においてほ,ウオ←ムの研磨とウオ←ムホイ←ルのセレ

←テッドホップによる精密仕上によって,ギヤ←の
∴

を向上し,負荷のいかんにかゝわらず良好な噛合いを保

ち,騒音,振動を発しない 上磯の製作に成功した｡-

方ケ←ジに対する防振,防音の研究と相まってギヤ←ド

としてほ最高の速度105m/mnのエレベrタを市場に

出し好評を博している｡第7図はその

る｡

上磯の写真であ
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(4)運葦云方式

エレべ←タの運転方式は,ビルの樗類,交通状況なら

びに用途などにより選定すべきものである｡エレベータ

は,全くの 人である乗客自身が佐用するものは勿論,

う運転手が扱うもので容易に運転ができるということが必

須要件である｡エレべ←タのスピードアップとともに,

輸送能率を上げるため種々の新規運転方式が生れてき

た｡これらを大別するとつぎの三橋類になる｡

(A)専属の運転手が 転するもの

(a)カ←スイッチコン1トロール

運転手がケージ内芳匡転盤上のハンドルによって運転す

るもので,ノ､ンドルを操作してエレべ←タを起動させ,

目的階床のほゞ一誓厚手前でハンドルを戻せば,つぎの

帽に日動着床をする最も簡単な方式である｡

(b) レコトドコントロール

エレべ←ダの速度が速くなると,乗客の要求に応じて

間違いなくその階に停止するにはかなりの熟諌を要す

る｡レコードコントロ←ルはこの点を改良した方式で,

ケージ内乗客の要求および隔床 客の呼によるアナソセ

rタの義元に対し,運転盤上の釦を押してレコ←ドして

おけば,順次その階に停止する｡したがって運転手は単

にレバ←ハンドルを押して,扉をしめ,エレベータの起

勘さえすればよく,神経を使わないでも容易に

きる｡

がで

(C)シグナルコントロ←ル

大事務所,ホテルなどに使用される高速エレベータの

最も高級な運転方式である｡ケージ内案客の停止要求を

自動化したのみならザ,さらに階床の待客の呼に対して

も自動的に応動停止する∴運転手ほカ←′､ンドルを操作

して起動させ,乗客の停止要求に対してほ運転盤上の行

･先釦にレコードして置く｡階床の待客の呼に対してi･ま,

その呼の後先にほ巨 係なく,階床の順lこ停止していく｡

.運行方向と反対の呼に対しては,一旦終端階まで行き,
その帰りiこはかならず乗せる｡

シグナルコントロールは一般に2台以上並設したエレ

ーベータにおいて真価を発揮する方式である｡すなわちあ

る階床の待客の呼に対しては最初にきたエレベータだけ

が停止し,2,3台のエレべ←タが同時に止らないような

電気的装置があって,きわめて能率的で迅速なサービス

ができる｡なお数台のエレベータを並設して,自動出発

･信号により統制ある間隔制御をおこない,運転を合理化
したオ【ダリーシグナルコン1､ロールと称する方式もあ

･る｡

(B)乗客自身が運転するもの

(a)ボタンスイッチコントロール

自動エレべ←タとして乗客が運転する最も簡単なもの

号 別冊第 8

で,エレベータほ扉をしめた状態で薄儀し■二いる｡呼が

あれば自動的にその階にきて停止L琵を閃く.丁

のものは一定時間後ブザ←が鳴って扉がLまるから,乗

客はその間に乗り込んで逆転盤の行先階床叙を押す｡エ

レベータは目的階に到って停止し,扉を自動抑こ開く｡

木方式は運転中ほほかの呼には応じない｡

(b) コレクチブコン∵トロール

ホテル,病嵩,銀行その他事務所に使用される乗客が

運転する訂動エレべ←タで,最も高級な運転方式である｡

階床釦は昇,降の二点で方向性があり,同方向の呼に対

して各階に順次停止し,何人も乗り合せて行ける便利な

ものである｡反対方向の呼に対しては,一時応しないが,

最高呼で適時自動反転するので,短い得時間てかならず

乗れる｡木方式はほゞ運転手付エレべ←タに近い輪送郡

力があり,人件費がかゝらないので最近とみに需要を増

した｡

(C)運転手または乗客自身,いずれでも運転できる

もの

(a)ヂュアルコントロール

通常運転手が運転し,閑散時には自動運転に切啓えて

乗客自身に運転させ,人件費の節減をはかる方式であ

る｡

(b)カ←スイッチコレクチブコソトロール

昼間は運転手付カ←スイッチコントロ㌧-ルとし,夜間

など閑散なときに切替えると,方向性はないが乗合い式

の白劫エレベータになる｡やゝ階数の多い事贅所向で輸

送力が高く便利な方式である｡

(c)シグナルコレクチブコン†りロトル

アパ←1､,銀行,その他事務所などで,おもにエレべ

←タに馴れた内部の者が使う場合にほ,通常方向性のあ

る自動エレベータとし,特にラッシュアワ←だけ運転手

がついてシグナルコン∵トロールに切替え,輸送能率を上

げるよう工夫された高級な方式である｡

(5)制御装置

ェレべ←タの制御装置ほ,粟｣L､他のよい加速,減速を

迅速に行い,乗客にはなんらの衝撃も与えないように,

精密に着床をさせることが生命である｡前項で述べたよ

うに,運転方式ほ多酪こわたるが,いずれも運転を容易

にするため,極端な自動化が必要となり,したがって制

御装置も複 になってきた｡エレべ←タ 御制の

て特異性のあるものiこついて説明を加えよう｡

(A) 転盤≡

ケ←ジの巾に取付けられエレベータの

ものである｡運転方式により種々異るが,

転に使用する

小型化された

スマ←トな釦式のものに移りつゝある∴第8図はシグナ

ルコントロ→-ル用運転盤の一例を示す｡

ノF
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シグナル/コ･ントロール用

運転盤

Fig.8.

Operating Board for

SignalControl

るす円債に合場の付

操作すれば

もので,ハンドルを下方に

しまり,エレベータほ起動する｡栗岡エ

レべ←タでほレバ←式とし,頑丈な回転型ハンドルは貨

物周だけしか便問しない｡

(b)行先階床釦

この釦を押せばエレベータはかならずその階床に自動

停止する｡電磁式のものは一度押せば電気的に保持され,

引込んでいるので何回も押すような無駄がない｡また停

止直前にほ峯凱､音を立てゝ自動復帰するから,

降りる客のあることを予知することができる｡

(c)非 その他

非常の場合に停止を行う釦や,運転方向変換釦,照明

その他に必要なスイッチ 備している｡

(B) フロア←コン′トtユ←ラ

フロア←コン1､ローラは機械華に設置し,連動機構に

よりケージの 行を比例縮尺して動作するものである｡

第9図は直流エレベータ用のものを嘉す｡中央のスクリ

ュ十軸の回転により上下するアーム上にほ,可動接触フ

ィンガーを取付けて,同定接触セグメントと断続的に接

触させる構造である｡この電気接点は制御回路と信号回

路よりなり,前者ほケ←ジの日動制御および電動 の開

閉などを行い,後者は表示ランプの点滅,階床呼の復帰

などを行う｡さらにアーム上には昇降2箇のマグネット

を設け,一･冠の着床媚儲に調整の上取付けた掛金具を係

合して,頂部にある着床スイッチを動作させ,常に正確

な減速をさせる構造になっている｡

(C)制御盤

制御盤ほ交流エレベータ用と直流エレベータ用に大別

され,前者は 動撹の一次および二次側を直接制御

するので,電磁接触静ま大電流を速断することになり,

電流による溶着を防ぐために主接触は とカーボンを組

第9図

Fig.9.

直流エレべ【タ用フロアーコントローラ

FloorControllerforD.C.Elevator

第10図

Fig.10.

交流 エ レ ベ ー タ 用制御盤

ControIPanelfor A.C.Elevator

合せている｡時限をもたせるには接触器のレバ←により

裏面のダッシュポットで行う｡後者の直流エレベータ用

制御盤は,可変電圧制御用で,電流も小さく,接角虫器も

小型であるが,高級なコソ†ロールを行うためにその数

が多い｡時限ほ別i･こ小判の時限継電器を使用している｡

第10囲および第11図(次頁参照)は交流および宙流制御盤

の一例を示す｡

(D)HL型電磁着床装置

磁力を応用して,エレべ←タの着床を正確に行うもの

である｡本 置ほ第12図のようにケージ上に可動側2箇

と,昇降路の壁に各階ごとに固定側2筒の電磁石が置か

れ,昇降路側の電梼石は着床時に交流で励磁される｡ケ
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1ご 感 石

舞11図 直流エ レ べ ← タ 用制御盤

Fig.11. ControIPanelfor D.C.Elevator

高速度電力静電器

第12図 HL型電磁着床装置

Fig.12.Type HL Electromagnetic

Landing Device

rジが移動してきて耐電磁石が接近すると,磁気作用で

可動電磁石には電圧が誘起される｡この電圧の誘起する

状態を研究し,位置的にたくみに捕えて高速度電力 電

器を動作させて,エレベータを停止するので時間的遮れ

は勿論,位置の狂いがなく,正確な着床ができる｡

(E)BCD塾着床装置

直流エレベータでは,その発電 および 子刷の機動

電圧降下が負荷の変動に対し清閑陛附こ重大な影響をお

よぼすものであることが発見された｡この刷子電圧降下

は直巻界磁巻線でほ補慣が不可能であるが,第13図に示

すBCD型着床装置(特許出願中)では,特殊小型発電機

の墳性を完全にこれに合致させて補償するので,いかな

る負荷の変動に対しても着床を精密に,かつ一段と迅速

に行うことができる｡なほこのBCD塾着床装置はHL

型電磁着床装置と併用して,高速ギャレスエレべ←タに

おいていつそう効果を発 している｡

第13図 BCD …塾 着 床 装 置

Fig.13.Type BCD Landidg Device

信号装置

呼信号

階床呼釦を押すと,ケージの中にはアナンシエ←タが

あって,昇降別にランプがつくので,運転手に何階にい

ずれの方向の待客があるかを知らせる｡このランプは待

客を乗せると自動的に消滅するようになっている｡点灯

は,一度押せばランプがついて応答があるので,

何回も貢復して押すことが省け,待暮に安JL､を与えるの

で,辣切でありかつ育巨率的である｡

(B)インチざヶ←ク

エレベータの位置および運行方向を示すものである

が,最近は点灯式とし,サ←ビスする階ほあらかじめ薄

明りをつけて表示しておくものや,急行運転であるとか,

運転休止をする場合,その他特殊な表示をもかねて,乗

客へのサ←ビスをほかるものが多くなってきた｡(第14

図)はその一例キ示す｡

.∠ニア
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第14図 イ ン ヂ ケ 一 夕

Fig.14.Indicator

(C)自動出発信号装置

数台のエレベータが並列設置されたオーダリ←シグナ

/レコン′トロ←ルの 転方式で,自動的に相互のエレべ←

タに一定間隔を保たせ,統制ある運転を行うための出発

信号装置である｡この信号は階床のインヂケータとケ←

ジの運転盤に表示され,乗客と運転手にそれぞれ知らさ

れる｡

木方式ほ基準階において,一定距礫間隔で行うものと

一定時間間隔で行うものとがあり,前者はフロア←コン

トローラーにより,先発エレベータが規定階床に達すれ

ば,つぎのエレべ←タに自動的に出発信号を送る｡後者

は電子管式タイマーにより,先発エレベータカ

出発してから一定時限がたてば,つぎのエレベータに出

発信号を送るようになっている｡これらの間隔は交通状

況に応じ セレクターにより 整することができる｡某

15図は電子管式自動出発信号装置を右するヂスパヅチヤ

←ボ←ドを示す｡

(7)保安装置

エレベータほ人命を預るものであるから,各種の安全

装置を完備しなければならない∴過 安全装置,レール

把握安全装置,スローダウンスイッチ,ファイナルリミ

ットスイッチ,バッファーなどは今さらこゝに述べるま

でもなく,その他の装置も完璧を期している｡

日常の 転において起る可能性の多いのは,
==..■

∴アド

係の事故であるが,日立製作所においては,電動昆,手

動扉の双方とも第1`図のように階床屋のリンク機構の末

端にドアロックスイッチ

ている｡この年寺

特 第195967号)を取付け

ドアロック機構とスイ･ソテとが一

体のケ←スに納まった密閉型で,階床 が完全にとじる

と同時に機械的の鋲錠がかゝり,その直後にスイッチが

閉路する独得のものである｡形が小さくコンパクトで,

ロックがかゝらずにスイブがとじたため,運転されて

故を起すようなことほ絶対にない｡

第15図 デ ス パ
ッ チ ャ

ー ポ ← ド

(電子管式タイマー付)

Fig.15.DispatcherBoardwithElectronic

Timer

第16図

Fig.16.

作敷金貝

階 床 扉 開 閉 機 構 図

Hatch Door Operating Mechanism

スイッチ郎例言ぞ紐

､

l~｢

第17E窒lドアト用セーフティ シュー

Fig.17.Safety Shoe for Door
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白岡 動 力 応 用

自動エレベ←タにおいては素人の乗客が扉にはさまれ

ることは絶無とはいい矧J､｡日立製作所においてはケニ

ジおよび階床扉に第17図のような動作敏活にして体裁の

よいセーフティシュー(実用新案出願中)をつけて万一

乗客が触れた場合は直ちに扉を全開するようi･こしたので

馴れない乗客に対しても安全である｡

〔ⅠⅠⅠ〕エス カ レ ー タ

エスカレータはかならずしも高い建築物内に限らず,

二階床の間を水平に対し30度の傾斜角定で運転し,連

続的に輸送をする｡したがって乗客にとっては,待合せ

時間が不要で,混雑時においてはエレベータに比載して

ほるかに輸送関力が大きいのが特長である｡

(り 利用方面

まずあげられる?はデパ←トである｡エスカレータに

乗って一階から順次に上って行くと,店内の商品パノラ

マを力強く顧客の眼前に展開して,より以上の購買意慾

をそゝるので,この上ないよいサ←ビスとなる｡最近大

デパートに競って設置され売上成績を上げている｡

地下鉄あるいほ高架線ホームなどにおいて,特に朝夕

のラッシュアワーには殺到する乗客の流れを円滑にさば

き,プラットフォームの混離を髭和することができるの

で,この方面のエスカレータの需要が増すものと期待し

ている｡

米国においてほ,一般事務所にエスカレータを使用し

て輸送能率を向上することの研究が進んでいる｡また銀

行は二階に持って行きエスカレータで顧客を運ぶように

して,一階は専門店などに貸す方が有利であるといわれ

ている｡我国のビルも将来はおいおいこPようになるで

あろう｡

(2)種 彗頁

一段乗物と同じように,エスカレータもゆったりとし

た気持で乗れる大型のものが好まれる傾向にある｡HE-

1200塾は,パネル張り内側の有効幅1,200mm,踏段幅

1,000皿mの大型で,大人二人が楽にならんで乗れるか

ら,アベックエスカレータとも呼ばれ,毎時約8,000人

の輸送能力をもっている｡他の一つほHE-800塑で,有

効幅800mm,踏段幅600mmのもので,大人と子供が

ならんで乗れるし,また大人が相当な荷物を待ったまゝ

乗れるもので,毎時約5,000人の輸送が可能である｡以

上の2種類が日立エスカレータの標 である｡

エスカレ←タの斜面に沼レつた速度ほ,取締規則でほ30

m/mnまで許されているが,日立製作所においてはいず

れも27m/mnを標準にしている｡

(3)構造および特長

エスカレータほ老人,子供でも安全に乗降できること

特 集 号 別冊第

第18図 西武デパート納HE-1200型エスカ

レー一夕

Fig.18.Type HEq1200 Escalator for

Seibu Department Store

フリート

第19図 魔

Fig.19.Tread

段

が必要である｡乗客を運ぶ踏段ほ水平方向に進み,しか

る後じよじよに上昇または下降をして階段を形成する｡

最後に降口ではまた一直線になって水平方向に動く｡踏

段の表面にほ体裁のよい耐贋

下したクリートとを張り,その

陛の軽合金をダイキヤス

は十分斯くして,下駄

やハイヒールで乗っても安達し,乗客に安全感を与える

ようにしてある｡好手段を支える前輪2箇と後輪2箇計4

箇のローラは研究の結果,特殊ゴム製のものを 用し,

これが精密に仕上げられたレールの上を転勤するので振

動とか音響を発することがない｡前輪軸は左石2条のト

レヅドチューンに連結されているが,このチェーンのピ

ッチをずつと小さくするとともに駆動機械の歯切を精密

にするなど工夫の結果,踏段の運行がきわめて円滑にな

った｡

両側の欄干上にゴム のハンドレ←ルがあって,踏段

の運行曲線に合せて合理的な運行をするとともに,乗降

口では第20図に元すように欄干の張り出しを長くし,ハ

ンドレ←ルが180q攣曲するようにしたため,乗客はま

114･---･･-1
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第20図

Fig.20.

HE型ニス カ レ一夕部品名称

Name of Type HE Escalator

Parts

ザ手をハンドレールにかけた姿 のまゝで農畜段に踏み込

むことができるので,乗りやすくなったばかりでなく,

衣服のすそなどがハンドレ←ルの欄干導入部にはさまれ

るようなことがなくなった｡なお乗降口のコームプレ←

トの先端には特殊材質の憫を取付け常に滞を聞き取るよ

うになっているから,乗客の足は安全にコ←ムプレート

の上に移される｡万一禰がいたんだ場合にほ,容易に換

えることができるようにしたので,保守上きわめて都合

がよい｡

エスカレータの意匠として最も重要な部分は,内側パ

ネル張りとデッキボードである｡乗場から陣場までのパ

ネルは乳白色のアクリル坂を張り,中から昼光色のスリ

ームラインランプで気持のよい照明を行っているものが

多い｡これは上品でしかも豪華な感じを与え建築

よく調和がとれる｡下部踏段の両側のスカートガードほ

ステンレスを使用し,上下間端部iこフツ1､ライトをつけ

て足元を明るく照している｡デッキボードは流線型のス

実用新案 第409571号

電

磁気増幅器や増幅

専行 案 の

圧 変 化

回転機H.T.D.などを用いて電圧

の日動調整を行うことは最近の流行であるが,この自動

調整作用の動機をなすものとして被

らの偏差量検出

整電圧の基準値か

しかしてこの装置ほ電圧の

変化以外にほ全く不惑であることを最も望ましいとされ

るが,回路周波数の変動に対しても｣ 応し,あたかも電

マートな感克を与えるように設計され,軽合金の装飾塾

二材料を張り,これにアルブライト処理を行ってハンドレ

←ルとの色調をよくしている｡

なお外側ノ坂および防火用のシャッターボックスほエス

カレータと最も関係の次いものであり,その 和はエス

カレータの意匠を左石するといつても過言ではない｡最

近の外囲板ほ高教仕上

多い｡

阪張りで塗装仕上をしたものが

[ⅠⅤ〕結 ■吉

以上最近の日立エレベータおよぴエスカレータについ

てその概要を述べたが,要は両者の特長を生かし,ビル

の種
,大きさ,収容人員に応じて,その交通に適合し

た輸送設備をすることが大切である｡たとえば大デパー

トにおいて,建屋の中央部に4階ないし5階まで通ずる

一連のエスカレータを設仇他の出入口に近い場所にエ

レベータを設置して,これほおもにエスカレータでは行

けない上階への急行運転として使用するときは,輸送餞

率があがって混雑を緩和できるだけではなく,顧客への

サービスがよくなり,売上成績も向上するであろう｡今

やェレべ←タとエスカレ←タとはビル内の最も重要な交

通磯 として欠くことのできないものであり,両者のた

くみな組合せによっていつそうの効果をあげられるもの

ずる次第である｡
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圧が変化したと同様な結果を招き自動電圧調整作用をみ

だす弊害があった｡

本案ほこの点に鑑み周波数変動に不惑であることは勿

論,非常に鋭敏な樽性となす特殊効果あるものである｡

すなわち磁気増幅器MAによって発電機Gの界磁為

(または賞)を調整するに当ってMAの制御線輪ん力
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第l囲

第 2 図

の電流Zi,～2を検出するに従来は第】図に示したように

無 導抵抗尺,可飽和誘 リアクタンス.ち全波整流器

51,52 などの検出ネットワークを用いるのを常とした｡

しかるにかかるネットワークの濁流電圧特性は第2図の

ごとくであって,電圧に対して直線的に変化する電流ブ1

と飽和の関係からそれと異なる曲線径過をたどる電流諭

とを電圧l句において一致せしめ,電圧がl布から高低

変動するに応じてZl>わまたはZl<才2となし,これを原

因として MAを制御するものであった｡ところで電圧

はl句値一定を保つにかかわらず回路の周波数が変動す

ると g2は才2′ または ブユ〝のごとく変動し,これによつ

て電圧が変動したときと同様に Zl>言2 または妄1<わ∴な

る結果を招き,結局 兢性の乏しいものであった｡第3

図ほこの欠点を除くための本案の結線図であって,第1

図のR対ズの代りに不飽和誘導リアクトル量および易

飽和リアクール為を用い,さらに孝三例の52の出力

電流才3を耳≧に対する励磁線輪∬2に導入したものであ

る｡かくするときは前 言2特性は第2図に見るg3の

/ 丁

十

J′
一十_

/･′↓Ⅴ

範

十-

.I

Jヱ

旧

十ノ

第 4 図

ごとく著しく鋭い起ち上り曲線となり,もって首2の場合

に比し電圧偏差検出感度を顕著に上昇することがでぎ

る｡しかしてこのような特性が改善されたこと自体が許

4固からわかるように周波数の影響少なきことを意味-

し,それは第2図と第4図におけるγもの左右偏幅が顕.

著に相違することから一見明瞭である｡充実はこのよう

な効果に加えてさらに次のような効果がある｡すなまっち･

為に対するガ2の増励効果はそれ白身の巻回数をクッブ

によって加減するが,その他適当の方法で任意に設定変:

えできる理であるから第4図に見るように周波数の変動=

に応ずるg3の変化α,わ,Cをある程度自由をこ変えいら

れるものである｡よってZlが周波数変動の影響によって

α,み,Cのごとき変化をするのに対してわを図元のよう

なα,わ,C特性に合わせることが可能であるから 坑の･

偏幅を零をこ近づけることもまた可能となるのである｡

なおこの考案に関連するものとして,∬2を才2で励乾

するかわりに Zlで励磁するようにしていつそう検出感

度を上げたものに特許第203460号がある｡(宮崎)
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